
医療法人明和会 亀田病院 協力：一般社団法人横浜音楽文化協会 

第 100 回院内コンサート 
 

 

 

日時 ： 2024 年 2 月 17 日（土）13時 30 分～ 

場所 ： 亀田病院 新館待合ホール 
 

♫ ♬♪ 演奏者プロフィール 

   

やなぎさわ りょうこ  

ソプラノ : 柳澤 涼子さん 

  

 
 

たけはら  あきこ 

ピアノ : 竹原 暁子さん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗足学園音楽大学から東京藝術大学大学院に進み、ミ

ラノ・ヴェルディ音楽院に留学。関西日伊コンコルソ

第1位、奏楽堂日本歌曲コンクール第 2位に入賞。「蝶々

夫人」「ドン・ジョヴァンニ」「フィガロの結婚」「コ

シ・ファン・トゥッテ」「仮面舞踏会」「こうもり」

「トスカ」「イル・トロヴァトーレ」等に出演。横浜

文化賞奨励賞受賞。二期会会員。NPO 法人横浜シティ

オペラ理事長。洗足学園音楽大学教授。一般社団法人

横浜音楽文化協会副理事長。 

東京藝大卒。国際ロータリー財団奨学生として独国立

ハノーヴァー音大、スイス・ヴィンタートゥール音楽

院に留学。伊ブゾーニ国際ピアノコンクール入選。日

本ショパン協会例会等、国内外でリサイタルやオーケ

ストラとの協演等行い、ドイツ古典、ロマン派作品を

中心に高い評価を得ている。指導者としても講演、コ

ンクール審査多数。洗足学園音大講師。日本ピアノ教

育連盟、全日本ピアノ指導者協会、一般社団法人横浜

音楽文化協会各会員。 
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弦楽四重奏： ～カントゥス クァルテット～   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 ♪メンバー紹介♪ 
 

 

 

 

 

 

 

 
       

 

 

 

第 98 回 院内コンサート 

 
              やなぎさわ  りょうこ 

 

 

アメリカ留学後、米国内

でキャリアを積んだ四人

が 2005 年より日本で活

動を開始。これまでに喜

多方プラザ、神奈川県立

音楽堂、オペラシティ、

サントリー、第一生命ホ

ールなどで公演を重ねて

いる。 

もずめ      じゅんこ 

ヴァイオリン：物集女 純子さん 
ジュリアード音楽院、同大学院修了。ゲストコンマス、ソリストとして国内各地の主要オーケ

ストラに招聘されている。近年は、ロシア各地のオーケストラにソリストとして客演。 

洗足学園音楽大学講師。一般社団法人横浜音楽文化協会会員。 
 

うめはら   まきこ 

ヴァイオリン：梅原 真希子さん  
桐朋学園大学、ジュリアード音楽院を卒業。第 10 回佐治敬三音楽賞受賞。第 84 回日本音楽コ

ンクール作曲部門の演奏に対し委員会特別賞受賞。現在、東京シンフォニエッタのメンバー。

一般社団法人横浜音楽文化協会会員。 
 

おおしま みちこ 

ヴィオラ：大島 路子さん 
桐朋学園大学を卒業後、イーストマン音楽院にてパフォーマーズ・サーティフィケイトを受賞。

1991 年よりニューヨークのカサット弦楽四重奏団にて活動。 

現在、ヴィルトゥオーゾ横浜のメンバー。一般社団法人横浜音楽文化協会会員。 
 

もりざわ   ゆたか 

チェロ：森澤 泰さん  
東京芸術大学卒業後、ジュリアード音楽院にて H.シャピロに学ぶ。フレズノ・フィルに副首席

として在籍.帰国後は新日本フィルハーモニー交響楽団に入団、現在に至る。 

一般社団法人横浜音楽文化協会会員。 
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第 100 回コンサート 

♪プログラム♪ 
 

ベートーヴェン作曲：弦楽四重奏曲第 16 番 ヘ長調 op.135 
1. アレグレット 

2. ヴィヴァーチェ 

3. アッサイ・レント、カンタンテ・エ・トランキーロ 

4. グラーヴェ「苦労してたどり着いた決断」〜アレグロ    

 

（カントゥス クァルテット） 
 

ベートーヴェンが人生の終盤に残してくれた壮大な作品の数々がある中で、この

四重奏は突き抜けたような明るさとエネルギー、そして祈りが込められていいます。

自筆稿の終楽章に走り書きされた「そうでなければならぬか？」という問いの意味

については、甥カールの自殺未遂に関連するのか、ベートーヴェン自身の持病につ

いてなのか、はたまた引っ越しマニアだった彼の借りていた部屋の家賃のことだっ

たのか、など諸説あります。 

終楽章のタイトルは「苦労してたどり着いた決断」。この数ヶ月後には期せずして

他界することになる 56 歳のベートーヴェンの決断は何だったのか、亀田病院に集っ

た皆さまと一緒に探し、見つけてみたいと思います。 

 

中田喜直作曲：金子みすゞ詩による童謡歌曲集「ほしとたんぽぽ」 

より   
つゆ      

おさかな    

たいりょう   

こころ     

わらい               （ソプラノ＆ピアノ） 
  

明治 36 年山口県長門市仙崎に生まれた金子みすゞは、「若い童謡詩人中の巨星」

とまで称賛されましたが、不幸な生活の中、26 歳の時自殺という形で生涯を終えま

した。その美しい詩は半世紀もの間埋もれていましたが、その後長門市が市の歌と

して使用したいと中田喜直氏に依頼しました。これをきっかけに詩に共鳴した中田

氏は、感動して計 14 の詩に作曲しました。 

尚、みすゞの原稿は漢字のまざった旧仮名づかいで書かれていましたが、JULA 出版

の金子みすゞ詩集「ほしとたんぽぽ」に従い、全部平仮名で書かれたものに作曲さ

れています。 
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ジーツィンスキー作曲： 「ウィーンわが夢の街」Op.1  

（あらかは ひろし訳詞） 
 

（カントゥス クァルテット＆ソプラノ＆ピアノ） 
 

ジーツインスキーは、ウィーンの作曲家・文筆家。1914 年に「カーレンベルクの

丘から下りてきたとき、夕日に満ちたウィーンの景色を眺めていて歌が浮かび」作

曲されたといわれています。彼は生粋のウィーン市民として一生を過ごし、同地で

亡くなっています。 

彼が生涯愛してやまなかったウィーンへの思いに賛美を込めて歌い上げたのがこ

の歌曲で、今でもウィーンを訪れる多くの観光客やウィーン市民に愛されている曲

です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    次回、第 101回院内コンサートは 2024年 3月 16日（土）13時 30分～ 

     なお、感染症拡大の際にはコンサートが中止となる場合もございます。 

  

          ★許可のない動画・写真の撮影はご遠慮ください。★ 

一般社団法人横浜音楽文化協会とは？ 
 

一般社団法人横浜音楽文化協会は１９８８年（昭和６３年）、横浜市在住、在勤のプロフ

ェッショナルとして音楽に関わっている人たちが声をかけあって生まれた団体です。 

 設立総会は同年９月１９日に横浜のホテル・ニューグランドで開催され、初代会長に指

揮者であり作曲家でもあった故山田一雄氏を、名誉会長に当時の横浜市長である故細郷道

一氏を選出し、活動を開始しました。設立当初８１名だった会員数は、現在では１３８名

を擁するまでになりました。会員が専門とする分野は、西洋音楽・日本伝統音楽の分野で

活躍する音楽家だけでなく、音楽教育者、研究者、音楽評論家、音楽事業など、多岐に渡

っています。 

 当協会の設立趣旨は単に会員相互の親睦だけでなく、演奏会、講演会などの開催、社会

教育、生涯教育の場における音楽の普及や指導者の育成、国内・外の音楽かとの交流等々

であり、国際都市横浜から音楽文化を、日本のみならず広く世界に発信する目的をもって

活動を続けています。 

 現在中心となっている活動は、恒例となっている１月「ヨコハマ・ワーグナー祭」７月 

「よこはまマリンコンサート」１０月「おん・ぶん・きょうピアノライブコンサート」 

の３つの演奏会のほか、C.ワーグナー音楽墓前祭、亀田病院院内コンサートなどの開催、 

また年に２回、会報「おん・ぶん・きょう」を発行しています。なお、２０２３年 

（令和５年）４月３日から『一般社団法人横浜音楽文化協会』となりました。 


